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令和3年度みんなの声かけ運動
推進員地域会議実施報告

SPOT 姫路会場

 兵⾝協の⽊村 佳史理事⻑(義⾜)と姫路市⾝

体障害福祉協会の⽥中 智事務局⻑をアドバ

イザーにお招きし、姫路市の視覚障害者、聴

覚障害者、肢体障害者の⽅とみんなの声かけ

運動推進員とで意⾒交換会を⾏いました。
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 声をかける側、かけられる側それぞれからみた声かけ運動の良さ、そして難しさ、成功体験

と失敗談を報告し合い、声かけ運動を地域で実践していくためには⽇ごろからの挨拶を通して

の関係づくりが⼤切だと気づきました。

 障害者⾃⾝も困ったら⾃分から声をかけて⼿伝ってもらうということも声かけ運動の⼀環で

あり、ヘルプマークや⽿マークなど、⾒てわかる⽬印の⼤切さも教えていただきました。

 兵⾝協の⽊村 佳史理事⻑(義⾜)とみんなの

声かけ出前講座講師 久保 秀男⽒(⾞いす)を

アドバイザーにお招きし、加古川市の⾝体障

害福祉協会会⻑、視覚障害者、肢体障害者の

⽅とみんなの声かけ運動推進員とで意⾒交換

会を⾏いました。
  参加者の視覚障害者の⽅から阪神淡路⼤震災の際、⾒えない状態で⼦供⼆⼈を抱えて避難を

した経験談などをお話いただき、災害時の声かけの⼤切さなどを話し合いました。

障害者相談員として⻑年活動されてこられた

中⼭ ⾠雄⽒とみんなの声かけ出前講座講師 

久保 秀男⽒(⾞いす)をアドバイザーにお招き

し,丹波篠⼭市の肢体障害者、障害者スポーツ

関係の⽅とみんなの声かけ運動推進員とで意

⾒交換会を⾏いました。
  アドバイザー中⼭⽒から地域における⾝体障害者が抱える悩みや市町の対応の変化の歴史を

聞き、地域全体として声をかけ合い助け合っていく街づくりの重要性を考えました。


